
数字にみるわがまち（平成27年3月31日現在）

（　）は、前年同月比数

（人口）合計････････4,275人	（－157）
　　　　 男･･････････1,926人	 （－72）
　　　　 女･･････････2,349人	 （－85）
年少［15歳未満］･････　192人	 （－21）	 4.49％
老年［65歳以上］･････2,379人	 （－23）	55.65％
世帯数････････････2,433世帯	 （－40）

大豊町

広報ゆとりすと
平
成
27
年5

入学おめでとう！

おおとよ小学校のピカピカの一年生です☆
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土
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８
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大
久
保  

67
歳

新
議
員
誕
生

（
番
号
は
議
席
番
号
）

佐々木 文三

前野 由和

佐藤 德治

２
期
目

 
２
番  
穴
内  

63
歳

藤丸 髙德

渡辺 則夫

都築 正光

三谷 幸一郎

重森 一宗

今井 安博西村 正尚

第456回臨時会（組織議会）
　平成２７年２月１５日、議会議員選挙が執行され、10 人の新議員が誕生した。
　３月６日に臨時会が召集され、議長選挙の結果、佐藤德治議員が議長に当選した。新議長のもとで
議席の決定、副議長選挙、各常任委員会委員の選任、議会運営委員会委員の選任、広報編集特
別委員会委員の選任、国道４３９号改良促進調査特別委員会委員の選任、ダム対策調査特別委員会
委員の選任、再生可能エネルギー対策調査特別委員会委員の選任、嶺北広域行政事務組合議会議
員の選挙、監査委員の選任、工事請負契約１件を可決し閉会した。
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一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

先
程
の
選
挙
の
結
果
を
受

け
ま
し
て
、
不
肖
私
が
栄
え

あ
る
大
豊
町
議
会
の
第
33
代

目
の
議
長
職
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
身
に
余
る
重

責
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
選

任
を
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は

誠
心
誠
意
、
責
任
感
を
持
っ

て
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
の
ご
意
見
ご
助

言
等
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

町
長
は
じ
め
行
政
執
行
部
と

の
意
志
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

　

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
議
員
の
皆
様
方
の

ご
支
持
に
よ
り
ま
し
て
、
副

議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
上
は
佐

藤
議
長
の
補
佐
を
行
い
職
責

を
全
う
す
る
よ
う
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

微
力
な
私
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
先
輩
同
僚
議
員
、
ま
た

　

監
査
委
員
に
選
ん
で
い
た

だ
い
た
前
野
由
和
で
す
。

　

新
人
議
員
で
あ
り
な
が
ら

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
4

年
前
と
は
違
っ
た
受
け
止
め

方
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
急
激
な
人
口
減
少
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
交
付
税
積

算
に
は
人
口
が
影
響
し
ま
す

か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
こ
と
も

仕
方
が
な
い
こ
と
と
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
地
方
疲
弊
の

下
で
工
事
請
負
の
入
札
不
調

も
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
公
平

な
行
政
執
行
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
住
民
目
線
に

立
っ
た
監
査
に
務
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
同
僚
、

先
輩
議
員
の
ご
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
民
の
た
め
の
行
政
が
行
わ

れ
て
い
く
よ
う
に
、
微
力
な

が
ら
精
一
杯
力
を
尽
く
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
豊
町
議
会
が
町
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
、

よ
り
町
民
の
信
頼
を
得
ら
れ

る
存
在
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

議
会
運
営
に
最
大
限
の
努
力

を
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

町
長
を
は
じ
め
職
員
の
皆
さ

ん
方
に
も
ご
指
導
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
し
て
、
言
葉
足

り
ま
せ
ん
が
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第457回（平成27年３月）定例会
　３月10日開会、３月20日までの 11日間の会期、町長提出の平成 27 年度当初予算をはじめ、平成
26 年度補正予算、条例など５件を可決、指定管理者の指定２件、固定資産評価審査委員会委員の
選任、議会議員派遣に関する決議、議会の委任による長の専決処分事項の指定の一部改正を可決
採択し、継続審査・調査付託を決定の上、閉会した。

●
議
長
選
挙
の
結
果

　

佐
藤
德
治　
　

７
票

　

渡
辺
則
夫　
　

２
票

●
副
議
長
選
挙
の
結
果

　

重
森
一
宗　
　

５
票

　

都
築
正
光　
　

４
票

就
任
あ
い
さ
つ

委
員
会
委
員
の
選
任

佐藤德治
議長

重森一宗
副議長

前野由和
監査委員

●
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長 

三
谷
幸
一
郎

　

副
委
員
長 

西
村　

正
尚

　

委
員 

佐
々
木
文
三

　

委
員 

重
森　

一
宗

　

委
員 

今
井　

安
博

●
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長 

藤
丸　

髙
德

　

副
委
員
長 

渡
辺　

則
夫

　

委
員 

前
野　

由
和

　

委
員 
佐
藤　

德
治

　

委
員 
都
築　

正
光

●
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長 

前
野　

由
和

　

副
委
員
長 

渡
辺　

則
夫 

　

委
員 

藤
丸　

髙
德

　

委
員 

三
谷
幸
一
郎

　

委
員 

重
森　

一
宗

　

委
員 

西
村　

正
尚

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長 

渡
辺　

則
夫

　

副
委
員
長 

佐
々
木
文
三

　

委
員 

藤
丸　

髙
德

　

委
員 

三
谷
幸
一
郎

　

委
員 

佐
藤　

德
治

●
国
道
439
号
改
良
促
進
調
査

特
別
委
員
会

　

委
員
長 

西
村　

正
尚

　

副
委
員
長 

重
森　

一
宗

　

委
員 

三
谷
幸
一
郎

　

委
員 

渡
辺　

則
夫

　

委
員 

都
築　

正
光

●
ダ
ム
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長 

藤
丸　

髙
德

　

副
委
員
長 

佐
々
木
文
三

　

委
員 

前
野　

由
和

　

委
員 

佐
藤　

德
治

　

委
員 

今
井　

安
博

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長 

重
森　

一
宗

　

副
委
員
長 

都
築　

正
光

　

委
員 

渡
辺　

則
夫

　

委
員 

佐
藤　

德
治

　

委
員 

西
村　

正
尚

●
嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員
選
挙
当
選
者

（
指
名
推
薦
）

　

都
築　

正
光

　

重
森　

一
宗
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平成26年度補正予算（賛成・全員）

平成27年度当初予算（賛成・全員）

◇国庫補助金
　農地災害復旧費補助金600万円及び地域住民生

活等緊急支援のための交付金4,972万2千円増額。
　公共土木施設災害復旧費国庫負担金2億9,656

万8千円及び林道施設災害復旧費国庫補助金1億
450万1千円の減額、集落活動センター推進事業
費補助金2,876万6千円及び木材加工流通施設整
備事業費補助金1,670万円等を減額。

◇県支出金
　安心子育て支援事業費補助金51万円の計上及び

青年就農給付金300万円増額。
◇寄附金
　一般寄附金3,887万1千円
◇繰入金
　災害対策基金繰入金506万円及び財政調整基金

繰入金2,386万8千円を計上。　
◇主な使いみち（一般会計歳出）
　素材出荷報償費200万円を始めとする地方創生

費として3,910万円を計上、子育て応援報償費
638万円及びプレミアム商品券発行助成金615
万円を消費喚起・生活支援費として計上、生活路
線バス運行対策費補助金267万7千円、青年就農
給付金300万円、農地災害復旧費1,837万3千
円等を増額計上。その他予算執行状況による調整
を行った結果、レンタルハウス整備事業費補助金
3,038万5千円、木材加工流通施設整備事業費補
助金1,670万円、がけくずれ住家防災対策工事
費1,359万3千円、災害復旧事業費6億1,656万
2千円他を減額。

一般会計の主な財源（歳入）
◇地方交付税　　　19億6,000万円
　（前年度比0.5％、1,000万円減）
◇臨時財政対策債　１億3,700万円
　（前年度比0.3％、40万円減）
◇町税　　　　　　３億3,011万１千円
　（前年度比3.9％、1,328万８千円の減）
　評価替による宅地の下落修正による減及び法人町

民税法人割の税率の減等。
◇国庫支出金　　　３億5,689万９千円
　（前年度比71.2％、１億4,840万１千円の増）
　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金、公共土

木施設災害復旧費負担金及び林道施設災害復旧費
補助金の皆増、社会保障・税番号制度システム整
備費補助金、社会資本整備総合交付金等の増。

◇県支出金　　　　５億1,972万８千円
　（前年度比16.5％、１億237万２千円の減）
　原木増産用林業機械等整備事業費補助金、多面的

機能支払交付金、地域集会所耐震促進事業費補助
金の皆増、中山間地域生活支援総合補助金、中山
間地域等直接支払交付金等の増、木材加工流通施
設整備事業費補助金及び木材加工流通人材育成対
策事業費補助金等の減。

◇財産収入　　　　　　3,239万５千円
　（前年度比2.6％、83万５千円の増）
　預金利子等による増。

一般会計の主な使いみち（歳出）
◇人件費　　　　　８億1,921万２千円
　（前年度比5.4％、4,664万１千円の減）
　職員の減及び異動による給料及び手当の減による。
◇物件費　　　　　７億4,273万７千円
　（前年度比11.4％、7,628万９千円の増）
　社会保障・税番号制度システム改修委託料及び総

合住民情報システム導入委託料、橋梁長寿命化修
繕測量設計委託料等の増。

◇扶助費          ２億7,316万２千円
　（前年度比0.6％、160万１千円の増）
　自立支援医療給付費等の増。
◇補助費          ８億1,516万円
　（前年度比1.0％、854万２千円の減）
　多面的機能支払交付金の皆増、新規兼業農家スタ

イル構築育成事業費補助金及びクルベジ生産・新
特産ブランド販売促進事業費補助金の皆減。

◇普通建設事業費　８億332万７千円
　（前年度比18.3％、１億7,988万９千円の減）
　杉部消防屯所整備工事及び地域集会所耐震改修

費補助金の皆増、旧21世紀センター等解体工事
費及び木材加工流通施設整備事業費補助金の減、
100年の森づくり整備事業費補助金の減。

◇繰出金　　　　　２億7,915万８千円
　（前年度比1.0％、282万５千円の増）
　簡易水道事業特別会計繰出金の減、その他会計繰

出金の増。

会　　　計 補　正　額 補正後の額
一 般 会 計（９回 ） △7億5,245万9千円 53億4,382万２千円

特
別
会
計

国民健康保険（３回 ） 20万２千円 8億6,217万3千円
介 護 保 険（４回 ） 1,794万4千円 ７億1,216万円
簡 易 水 道（４回 ） △600万円 1億1,512万5千円 

会　　　計 本年度予算額 前年度当初予算額 比較
一 般 会 計 45億4,830万円 47億2,379万4千円 △1億7,549万4千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 9億332万２千円 ７億8,835万3千円 △1億1,496万9千円
介 護 保 険 ６億7,306万3千円 6億4,440万3千円 2,866万円
後期高齢者医療  9,849万円 １億25万８千円 △176万8千円
簡 易 水 道 １億17万８千円 1億589万7千円 △571万9千円

一般会計の主な財源（歳入）
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大
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

（
賛
成
・
全
員
）

○
教
育
長
及
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

集
落
支
援
員
の
報
酬
を
追
加
す
る
。

大
豊
町
消
防
表
彰
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例	

（
賛
成
・
全
員
）

○
町
単
独
に
よ
る
30
年
以
上
の
消
防

団
員
退
職
報
償
金
支
払
額
表
を
追

加
す
る
。

大
豊
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例	

（
賛
成
・
全
員
）

○
農
地
台
帳
の
地
図
情
報
等
の
閲
覧

等
に
関
す
る
手
数
料
を
追
加
す
る
。

大
豊
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例	
（
賛
成
・
全
員
）

○
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
第
六
期
の
介
護

保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
介
護

保
険
料
を
多
段
階
化
し
て
介
護
保

険
料
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
豊
町
簡
易
給
水
施
設
の
管
理

に
関
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定

	

（
賛
成
・
全
員
）

○
上
倉
地
区
簡
易
給
水
施
設
を
上
倉

地
区
簡
易
給
水
組
合
に
、
津
家
地

区
簡
易
給
水
施
設
を
津
家
地
区
簡

易
給
水
組
合
に
指
定
、
期
間
は
い

ず
れ
も
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
。

津
家
地
区
簡
易
給
水
施
設　

大
豊
町
集
い
の
広
場
「
と
ま

レ
ー
ル
大
杉
」
の
管
理
に
関
す

る
指
定
管
理
者
の
指
定（賛

成
・
全
員
）

○
大
豊
町
集
い
の
広
場
「
と
ま
レ
ー

ル
大
杉
」
を
大
杉
駅
サ
ポ
ー
ト
協

議
会
に
指
定
、
期
間
は
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31

日
ま
で
の
５
年
間
。

大
豊
町
副
町
長
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例	（
賛
成
・
全
員
）

○
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
よ
り

副
町
長
を
１
人
か
ら
２
人
に
改
め

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。

議
会
の
委
任
に
よ
る
長
の
専
決

処
分
事
項
の
指
定	

（
賛
成
・
全
員
）

○
議
会
の
委
任
に
よ
る
長
の
専
決
処

分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
地
方
創

生
人
材
支
援
制
度
に
よ
る
人
材
派

遣
に
伴
う
、
副
町
長
の
給
与
及
び

関
係
予
算
に
関
す
る
こ
と
を
追
加

を
す
る
。

第456回臨時会　契約の締結

26第10－20号
26災第９２８－９３３号町道川口南式岩線道路災害復旧工事請負契約

　（賛成・全員）

１　契約の目的　　26第10－20号
　　　　　　　　　26災第９２８－９３３号町道川口南式岩線道路災害復旧工事
２　契約の方法　　指名競争入札
３　契約金額　　　６３，５０４，０００円
４　契約の相手方　大豊町戸手野1360番地
　　　　　　　　　株式会社香川建設
　　　　　　　　　代表取締役　香　川　豊　彦

第
457
回
定
例
会　

主
な
条
例
改
正
等

ろ過設備 取水設備

「とまレール大杉」
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の
他
民
具
約
１
０
，
０
０
０

点
の
管
理
の
覚
書
に
つ
い
て
、

平
成
19
年
７
月
２
日
付
け
で
、

定
福
寺
釣
井
龍
宏
氏
と
締
結

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
１
月
９
日
付
け
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
豊
永
郷
民
俗
資

料
保
存
会
理
事
長
釣
井
龍
宏

に
変
更
し
た
い
旨
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
２
月
４
日

付
け
で
変
更
覚
書
を
締
結
し

ま
し
た
。

○
高
知
県
山
林
協
会
主
催
の

「
第
14
回
森
や
自
然
に
つ

い
て
の
子
ど
も
達
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」２
０
１
４

年
山
の
大
賞
受
賞
に
つ
い

て

　

県
内
38
校
か
ら
401
点
の
作

品
応
募
が
あ
り
、「
山
の
大

賞
」
と
し
て
７
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
お
と

よ
小
学
校
６
年
生
秋
山
浩
輝

君
の
「
大
豊
町
の
自
然
と
ぼ

く
の
家
族
」
と
題
し
た
作
文

が
、
２
０
１
４
年
山
の
大
賞

（
山
林
協
会
長
賞
）
を
受
賞

行

報
政

告

○
高
知
県
安
全
安
心
町
づ
く

り
功
労
団
体
表
彰
受
賞

　

２
月
26
日
、
高
知
県
安
全

安
心
町
づ
く
り
推
進
会
議
総

会
が
行
わ
れ
、
大
豊
町
安
全

推
進
町
民
会
議
が
功
労
団
体

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
交
通
事
故
の

防
止
や
犯
罪
の
絶
滅
な
ど
、

安
全
な
地
域
社
会
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体

で
す
。

　

高
齢
者
宅
訪
問
活
動
に
重

点
を
置
い
た
振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
、
交
通
事
故
防
止

の
呼
び
か
け
な
ど
の
活
動
が

評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
重
要
民
具
及
び
民
具
の
委

任
に
関
す
る
覚
書
の
変
更

に
つ
い
て

　

大
豊
町
の
所
有
す
る
国
の

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
土
佐

豊
永
郷
及
び
周
辺
地
域
の
山

村
用
具
２
，
５
９
５
点
、
そ

岩﨑憲郎
町長

し
ま
し
た
。
作
文
の
む
す
び

に
は
、「
僕
の
家
族
は
大
豊

町
の
豊
か
な
自
然
の
お
か
げ

で
、
生
活
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

自
然
を
大
切
に
し
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
達
に
も
長
生
き
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
い
う

内
容
で
し
た
。
町
長
が
常
に

言
わ
れ
ま
す
ふ
る
さ
と
「
お

お
と
よ
」
を
心
に
し
っ
か
り

刻
む
と
い
う
教
育
の
趣
旨
に

添
っ
た
大
変
感
動
す
る
素
晴

ら
し
い
作
文
で
し
た
。
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人　

事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　　

住　

所

　
　

大
豊
町
黒
石
361
番
地
１

　

氏　

名

　
　

吉よ
し

田だ

敏と
し

雄お

　
　

昭
和
22
年
８
月
20
日
生

主 

な 

質 

疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
第
456
回
臨
時
会

前
野
由
和
議
員

　

町
道
川
口
南
式
岩
線
道
路

災
害
復
旧
工
事
の
復
旧
の
見

込
み
は
。

宮内伸彦
産業建設課長

　

手
前
か
ら
順
次
施
工
し
、

早
期
復
旧
に
努
め
る
。

池添修一
教育長

町道川口南式岩線道路災害箇所

○
第
457
回
定
例
会

一
般
会
計（
第
９
回
）補
正
予
算

都
築
正
光
議
員

　

西
峰
地
区
の
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
の
施
工
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
、

早
期
の
執
行
に
努
め
る
。

○
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

前
野
由
和
議
員

　

保
育
料
算
定
に
つ
い
て
、

所
得
税
の
扶
養
控
除
が
無
く

な
る
が
保
育
料
の
負
担
は
ど

う
な
る
か
。

上地信男
次長

　

従
来
の
例
に
よ
り
、
控
除

を
受
け
た
と
み
な
し
保
育
料

の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

選
挙
難
民
と
い
う
こ
と
で

の
中
山
間
地
域
に
お
い
て
巡

回
式
の
期
日
前
投
票
を
出
来

な
い
か
。
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石川靖朗
選挙管理委員会委員長

　

現
段
階
に
お
い
て
は
困
難

で
あ
る
。

都
築
正
光
議
員

　

総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
費
は
、
嶺
北
消
防

署
大
豊
分
署
の
移
転
の
た
め

の
工
事
費
も
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。

都築純一
総務課長

　

建
物
の
改
修
と
、救
急
車・

消
防
搬
送
車
の
倉
庫
等
で
あ

る
。

渡
辺
則
夫
議
員

　

第
４
期
の
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
は
予
算
が

増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
新

し
い
上
乗
せ
制
度
が
あ
る
の

か
。

商品券

嶺北消防大豊分署

宮
内
伸
彦
産
業
建
設
課
長

　

第
４
期
の
対
策
に
な
り
超

急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算

な
ど
が
あ
る
。

前
野
由
和
議
員

　

地
方
創
生
の
新
し
い
交
付

金
と
い
う
の
は
２
つ
の
タ
イ

プ
、
地
域
消
費
喚
起
生
活
支

援
型
、
地
方
創
生
先
行
型
が

あ
る
が
ど
の
よ
う
に
予
算
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

都
築
純
一
総
務
課
長

  

地
域
消
費
喚
起
生
活
支
援

型
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

と
子
育
て
支
援
、
地
方
創
生

先
行
型
は
、
林
業
を
中
心
に

計
上
し
て
い
る
。

渡
辺
則
夫
議
員

　

自
伐
林
家
支
援
報
償
費
と

い
う
の
で
、
１
ト
ン
当
た
り

１
，
５
０
０
円
の
商
品
券
を

発
行
す
る
よ
う
だ
が
、
自
伐

林
家
と
い
う
定
義
は
な
に
か
。

三谷淳
プロジェクト推進室長

　

町
内
の
農
林
家
等
で
、
町

内
の
チ
ッ
プ
工
場
へ
出
荷
し

た
場
合
は
プ
ラ
ス
商
品
券
が

交
付
さ
れ
る
。　
　
　

※
自
伐
林
家
等
（
森
林
所
有

者
、
林
業
自
営
業
者
、
林
業

１
人
親
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属

し
て
い
る
者
等
）

○
平
成
27
年
度
大
豊
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

渡
辺
則
夫
議
員

　

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
品
）
普
及
促
進
業

務
委
託
料
と
は
な
に
か
。今井達也

住民課長

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
を

使
っ
た
場
合
、
自
己
負
担
・

公
費
負
担
が
ど
れ
だ
け
軽
減

で
き
る
か
を
通
知
す
る
委
託

料
で
あ
る
。
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前
野
由
和
議
員

　

病
院
か
ら
町
へ
の
医
療
費

請
求
が
、
利
用
者
負
担
を
超

え
た
金
額
す
べ
て
が
県
の
支

払
い
処
理
と
な
っ
た
。
負
担

増
な
ど
懸
念
や
不
安
が
多
い

制
度
移
行
が
な
し
崩
し
に
進

ん
で
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
事
業
主

負
担
が
な
く
、
低
所
得
者
層

の
加
入
も
多
い
。
国
の
支
援

が
後
退
す
れ
ば
負
担
が
大
き

く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。

　

税
徴
収
強
化
、
保
険
外
負

担
の
増
大
等
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、
広
域
化
が
望
ま
し

い
と
の
見
解
に
変
化
は
な
い

か
。
社
会
保
障
と
し
て
の
医

療
が
維
持
さ
れ
る
対
応
を
要

請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

す
で
に
広
域
化
の
時
期
も

決
ま
っ
て
お
り
、
国
民
皆
保

険
と
い
う
主
旨
の
基
、
国
保

制
度
は
住
民
の
医
療
を
守
る

た
め
の
制
度
で
あ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一般質問

問 

社
会
保
障
と
し
て
の
国
民
健
康
保
険
制
度
維
持
を
望
む

答 

制
度
の
維
持
は
必
要
で
あ
る

前
野
由
和
議
員

　

社
会
保
障
の
後
退
、
消
費

増
税
な
ど
暮
ら
し
は
苦
し
く

な
っ
て
い
る
。
昨
年
の
米
価

暴
落
は
在
庫
調
整
な
ど
対
策

を
採
ら
ず
市
場
の
成
り
行
き

任
せ
に
し
た
結
果
だ
。
今
議

会
提
案
理
由
説
明
は
、
想
い

と
制
度
の
違
い
を
指
摘
は
し

て
い
る
が
住
民
生
活
の
視
点

が
欠
如
し
て
い
る
。
地
方
創

生
へ
の
期
待
に
多
く
の
紙
面

を
さ
き
、
肯
定
的
な
評
価
に

片
寄
っ
て
い
る
。
認
識
を
問

う
。

岩
﨑
憲
郎
町
長　

　

大
い
に
期
待
し
、
国
の
地

方
創
生
の
動
き
を
し
っ
か
り

と
捉
え
取
り
組
み
の
中
に
生

か
し
て
い
く
。

前
野
由
和
議
員

　

困
窮
を
窮
め
て
い
る
地
方

へ
の
対
策
は
何
度
と
な
く
叫

ば
れ
て
き
た
。
平
成
の
合
併

も
一
つ
で
あ
り
10
年
が
経
過

し
た
が
周
辺
が
取
り
残
さ
れ
、

さ
ら
に
中
心
部
の
衰
退
に
つ

な
が
っ
て
い
る
事
例
が
少
な

く
な
い
。

大
勢
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く

大
豊
な
ら
で
は
の
地
に
つ
い

た
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

今
日
ま
で
の
取
り
組
み
も

地
方
創
生
で
あ
り
、
今
か
ら

始
ま
る
と
は
捉
え
て
い
な
い

が
、
国
に
対
し
て
さ
ら
な
る

提
案
等
を
行
っ
て
い
く
。

前
野
由
和
議
員

　

大
豊
町
内
に
就
職
し
た
の

に
住
宅
が
見
つ
か
ら
ず
、
町

外
か
ら
通
勤
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
住
宅
建
設
、
空
き

家
の
活
用
、
家
賃
等
へ
の
補

助
な
ど
定
住
へ
の
対
策
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に

来
て
い
る
と
思
う
が
取
り
組

み
の
展
望
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

空
き
家
、
未
利
用
公
共
施

設
の
活
用
な
ど
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

一般質問一般質問

一般質問

問 

建
設
を
含
め
て
住
宅
対
策
を
進
め
る
課
題
に
取
り
組
め

答 

多
様
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る

問 

倒
壊
等
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
は
、
強
制
力
行
使
も
止
む
を

得
な
い
の
で
は

答 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

前
野
由
和
議
員

　

先
の
国
会
で
「
空
き
家
対

策
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
た
。
管
理
さ
れ
ず
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
り
、
周
辺
か
ら
苦

情
や
相
談
が
持
ち
掛
け
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

過
去
に
、
苦
情
や
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

前
野
由
和
議
員

　

強
制
力
等
法
律
が
求
め
る

町
が
と
る
べ
き
対
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
と
思
う
が
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
が
法
律
に
基
づ
き
公
権

力
を
行
使
し
対
応
す
る
と
い

う
ま
で
の
考
え
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

前
野
由
和
議
員

　

本
来
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
い
て
解
決
す
べ
き

問
題
で
あ
る
が
、
時
と
場
合

に
よ
っ
て
は
強
制
力
を
行
使

す
る
こ
と
も
仕
方
が
な
い
。

町
に
適
し
た
方
法
で
対
策
を

講
じ
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

法
律
、
条
例
に
よ
る
強
制

的
な
措
置
を
執
ら
な
く
て
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

問 

地
方
創
生
は
肯
定
的
受
け
止
め
に
片
寄
り
生
活
者
視
点
が
欠

如
し
て
い
な
い
か

答 
今
ま
で
の
取
り
組
み
も
地
方
創
生
で
あ
る
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渡
辺
則
夫
議
員

　

一
般
の
職
員
に
は
病
気
の

た
め
だ
け
の
有
給
休
暇
が
あ

る
が
臨
時
の
職
員
に
は
そ
れ

が
な
い
。
少
な
い
月
給
で
生

活
し
て
い
る
の
に
病
気
に
な

り
、
出
勤
で
き
な
い
月
に
は

生
活
が
苦
し
い
。
他
の
自
治

体
に
は
病
気
休
暇
を
設
け
て

渡
辺
則
夫
議
員

　

今
、
観
光
開
発
協
会
へ
は

２
人
の
職
員
を
出
向
さ
せ
、

２
人
の
国
内
旅
行
業
取
り
扱

い
管
理
者
を
雇
用
し
、
旅
行

業
事
業
者
の
認
定
を
受
け
て

こ
れ
か
ら
本
町
の
観
光
を
大

き
く
発
展
さ
せ
る
の
か
と
期

待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
来

年
度
か
ら
資
格
を
持
っ
た
職

員
が
不
在
と
な
り
、
事
業
者

の
認
定
も
な
く
な
れ
ば
、
今

後
の
大
豊
町
の
観
光
は
ど
の

よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、

所
期
の
目
的
に
向
か
っ
て
積

極
的
に
取
り
組
む
。

渡
辺
則
夫
議
員

  

平
成
24
年
の
12
月
議
会
で
、

町
住
宅
を
高
知
お
お
と
よ
製

材
の
社
宅
に
す
る
提
案
が
あ

り
、
私
は
反
対
し
た
が
決
議

さ
れ
た
。
先
に
質
問
し
た
前

野
議
員
の
話
で
は
、
大
豊
に

職
を
構
え
た
が
空
家
も
町
営

住
宅
も
無
く
、
仕
方
な
く
町

外
に
住
む
こ
と
に
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
高
知
お

お
と
よ
製
材
も
社
宅
が
完
成

し
た
の
で
、
社
宅
と
し
た
町

営
住
宅
を
も
と
へ
戻
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

議
会
の
判
断
の
も
と
適
切

に
執
行
し
て
い
る
。

一般質問

一般質問

一般質問

問 

臨
時
職
員
の
立
場
は
守
ら
れ
て
い
る
の
か

答 

労
働
基
準
法
を
遵
守
し
て
い
る

問 

今
後
の
観
光
を
ど
う
推
進
す
る
の
か

答 

積
極
的
に
取
り
組
む

問 

町
営
住
宅
の
使
用
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

答 

適
正
な
使
用
に
変
わ
り
は
な
い

前
野
由
和
議
員

　

農
業
者
の
公
選
代
表
に
よ

る
地
域
農
政
推
進
か
ら
、
町

長
の
任
命
に
よ
る
諮
問
機
関

に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
見
解
を
問
う
。

三谷晴喜
農業委員会会長

　

本
町
の
場
合
、
公
選
法
を

実
施
し
て
も
定
員
に
達
す
る

か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
、
今

回
の
改
革
を
前
向
き
に
捉
え

地
域
に
お
け
る
人
材
を
行
政

の
力
に
よ
り
発
掘
し
て
い
た

だ
き
任
命
権
者
の
適
切
な
人

選
を
期
待
す
る
。

一般質問

問 

農
業
委
員
会
の
改
編
に
よ
る
公
選
か
ら
任
命
制
へ
の
移
行
は

首
長
に
よ
る
農
政
支
配
だ

答 
適
切
な
人
選
を
期
待
す
る

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本

町
も
そ
う
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

労
働
基
準
法
を
遵
守
し
、

大
豊
町
一
般
職
の
非
常
勤
職

員
及
び
臨
時
職
員
の
任
用
等

に
関
す
る
要
綱
を
定
め
適
正

に
執
行
し
て
い
る
。

穴内あけぼの会（田植え）
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渡
辺
則
夫
議
員

　

100
年
の
森
づ
く
り
事
業
の

名
の
も
と
、
様
々
な
林
業
関

係
の
企
業
誘
致
や
投
資
が
行

な
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
町

民
に
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
す
の
か
。
こ
れ
ま
で
お

お
と
よ
製
材
の
雇
用
は
60
人

あ
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
町

民
は
16
人
だ
け
で
他
は
町
外

か
ら
来
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
雇
用
の
機
会
を
創
っ
て
も

渡
辺
則
夫
議
員

　

町
内
に
は
高
齢
者
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
る
世
帯
も
多
い
。

冬
暖
か
く
過
ご
せ
て
食
事
も

で
き
る
高
齢
者
の
住
宅
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。
今
後
介

護
保
険
の
要
介
護
２
以
下
の

人
た
ち
は
特
老
に
は
入
れ
な

く
な
り
、
収
入
の
少
な
い
高

齢
者
は
行
き
場
を
失
う
恐
れ

も
あ
る
。
安
い
料
金
で
利
用

で
き
る
住
宅
は
本
町
の
高
齢

者
に
今
一
番
必
要
な
こ
と
で

は
な
い
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
暮

ら
す
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
介
護
・
医

療
を
必
要
と
し
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
介
護
・
医
療
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
対
応
も

合
わ
せ
て
必
要
で
あ
る
。
基

本
的
に
は
住
み
慣
れ
た
と
こ

ろ
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
を

多
く
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

も
希
望
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
基
本
で
あ
る
。

町
内
に
は
ほ
と
ん
ど
若
者
が

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
雇
用

も
町
内
に
移
住
雇
用
も
含
め

て
の
定
住
に
繋
げ
る
工
夫
が

必
要
で
は
な
い
か
。
原
木
も

少
し
で
も
高
く
売
れ
る
工
夫

が
必
要
だ
し
、
香
美
市
に
出

来
る
林
業
学
校
を
利
用
し
て

町
外
か
ら
町
内
の
山
林
従
事

者
を
育
成
す
る
こ
と
も
大
事

で
は
な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

林
業
を
地
域
の
産
業
と
し

て
再
生
を
す
る
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
が
、
100
年
の
森

づ
く
り
の
目
標
で
あ
り
、
豊

か
な
大
豊
町
を
目
指
す
。

一般質問

一般質問

問 

100
年
の
森
づ
く
り
事
業
は
町
民
に
何

を
も
た
ら
す
の
か

答 

林
産
業
の
再
生
を
目
指
し
町
を
元
気

に
す
る

問 

高
齢
者
の
た
め
の
住
宅
は
必
要
で
は

な
い
の
か

答 

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

小学４年生を対象とした間伐体験

大豊町総合計画

渡
辺
則
夫
議
員

　

今
、
林
業
に
は
森
林
整
備

計
画
が
あ
り
、
今
議
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
に
は

高
齢
者
福
祉
計
画
が
あ
る
よ

う
に
本
町
の
農
業
に
は
基
本

構
想
、
基
本
計
画
は
あ
る
の

か
。
大
豊
で
の
産
業
を
考
え

る
と
き
林
業
よ
り
も
む
し
ろ

高
冷
地
と
い
う
立
地
条
件
を

活
か
せ
ば
専
業
農
家
と
し
て

の
定
住
の
可
能
性
が
高
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
の
基
本
的

な
考
え
方
を
内
外
に
示
し
、

本
町
の
定
住
人
口
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

農
業
に
対
す
る
計
画
は
、

地
域
指
定
を
受
け
た
一
定
の

計
画
も
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
大
豊
町
総
合
計
画
（
ゆ
と

り
す
と
カ
ン
ト
リ
ー
お
お
と

よ
）
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

本
町
の
場
合
、
農
家
・
林
家

の
区
別
は
な
く
農
林
家
と
い

う
視
点
で
今
取
り
組
ん
で
い

る
。　

一般質問

問 

農
業
の
基
本
構
想
は
あ
る
の
か

答 

総
合
計
画
の
中
に
位
置
付
け
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完成したカシケ谷付近（八畝）

林道大杉大田口線補修箇所

西
村
正
尚
議
員

　

昨
年
の
８
月
豪
雨
で
道
路

や
農
地
、
山
地
等
大
き
な
被

害
を
受
け
、
中
で
も
怒
田
、

大
平
地
区
で
は
今
で
も
避
難

を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
も
い

る
。
広
い
町
内
に
は
500
㎞
を

超
え
る
町
道
等
が
あ
る
が
災

害
復
旧
の
進
捗
状
況
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

災
害
と
し
て
の
工
事
件
数

は
65
件
、
そ
の
内
３
月
中
に

43
件
の
発
注
予
定
で
あ
り
４

月
以
降
も
順
次
発
注
し
て
い

く
。
ま
た
、
町
単
独
事
業
で

66
件
の
町
道
、
林
道
、
農
道

の
災
害
対
策
が
終
了
し
て
い

る
。

西
村
正
尚
議
員

　

観
光
道
路
梶
ヶ
森
線
は
、

山
頂
部
に
は
県
立
自
然
公
園

が
あ
り
、
４
月
か
ら
11
月
頃

ま
で
キ
ャ
ン
プ
場
や
山
荘

梶
ヶ
森
等
の
施
設
利
用
者
が

多
く
な
る
。
初
め
て
来
ら
れ

る
人
は
特
に
看
板
も
標
識
も

少
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
の
豪
雨
か
ら
路

面
損
傷
、
加
え
て
崩
土
等
に

よ
り
幅
員
が
狭
く
な
っ
て
い

る
箇
所
の
早
急
な
対
応
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

観
光
に
と
っ
て
重
要
な
路

線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

新
年
度
に
お
い
て
点
検
、
維

持
修
繕
で
対
応
す
る
。

西
村
正
尚
議
員

　

町
道
谷
相
線
は
、
カ
シ
ケ

谷
で
路
面
崩
壊
の
た
め
、
平

成
21
年
か
ら
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
た
が
、
国
の
直
轄

事
業
に
よ
り
復
旧
工
事
が
完

成
し
、
６
年
ぶ
り
に
通
行
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
大
豊
側
終
点
よ
り
手

前
３
㎞
は
未
舗
装
で
あ
っ
て

整
備
し
て
も
降
雨
の
た
び
に

元
の
惨
状
で
あ
る
。
こ
の
沿

線
に
は
大
量
の
山
林
資
源
、

非
常
時
に
は
香
美
市
側
に
も

通
じ
る
道
で
も
あ
る
の
で
早

急
な
整
備
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

未
舗
装
部
分

も
ま
だ
あ
り
、

重
要
な
路
線
だ

と
認
識
し
て
お

り
検
討
す
る
。

藤
丸
髙
德
議
員

　

林
道
大
杉
大
田
口
線
で
、

路
肩
が
下
が
り
盛
土
補
修
を

繰
り
返
し
施
工
し
た
た
め
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
下
が
り
危

険
な
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
路
線
は
町
内
各
所
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
通
行
の

安
全
を
重
視
し
早
急
な
修
繕

等
の
対
応
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
内
500
㎞
を
超
え
る
道
路

を
管
理
す
る
中
で
順
次
、
修

繕
・
補
修
を
行
い
安
全
で
安

心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
。

藤
丸
髙
德
議
員

　

町
道
、
林
道
、
農

道
は
、
町
に
お
い
て

維
持
修
繕
等
が
行
わ

れ
て
い
る
が
私
道
に

つ
い
て
は
町
の
支
援

が
な
い
。
昨
年
の
豪

雨
に
伴
い
至
る
と
こ

ろ
で
災
害
が
発
生
し

て
い
る
。
支
援
等
の

何
ら
か
の
対
策
が
必

要
で
は
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

私
道
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
等
で
対
応
し

て
い
る
。

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

問 

町
道
の
災
害
復
旧
の
進
捗
状
況
は

答 

順
次
発
注
す
る
計
画
で
あ
る

問 

観
光
道
路
の
整
備
を

答 

修
繕
等
で
対
応

問 

町
道
谷
相
線
の
整
備
を

答 

重
要
な
路
線
だ
と
認
識
し
て
お
り
検
討
す
る

問 

町
道
等
の
危
険
箇
所
の
対
応
は

答 

修
繕
・
補
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
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藤
丸
髙
德
議
員

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前
防

災
行
動
計
画
）
に
つ
い
て
、

今
ど
こ
ま
で
の
進
捗
状
況
か
、

ま
た
関
係
機
関
と
ど
の
よ
う

な
連
携
が
出
来
つ
つ
あ
る
の

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

基
本
的
な
骨
格
が
出
来
上

が
り
、
こ
れ
か
ら
関
係
機
関

等
と
（
国
土
交
通
省
、
警
察
、

気
象
台
、
県
、
消
防
）
机
上

で
の
訓
練
、
地
域
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
計
画
を
作
成
し
、
訓

練
を
行
っ
て
い
く
。

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

過
疎
地
域
に
住
む
高
齢
者

な
ど
は
、「
投
票
に
行
き
た

く
て
も
投
票
所
が
遠
方
に
あ

る
た
め
行
く
こ
と
が
困
難

だ
」
と
の
声
を
沢
山
聞
い
た
。

今
年
４
月
の
県
議
選
を
最
後

に
奥
大
田
地
区
の
投
票
所
が

廃
止
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
こ

の
ま
ま
人
口
減
少
が
続
く
と

更
に
投
票
所
が
廃
止
に
な
り
、

ま
す
ま
す
１
票
を
投
じ
る
こ

と
が
困
難
と
な
り
投
票
率
は

低
下
す
る
一
方
で
、
投
票
難

重
森
一
宗
議
員

　

地
方
創
生
で
石
破
創
生
大

臣
に
訴
え
た
100
年
の
森
づ
く

り
事
業
の
内
容
と
専
門
職
の

人
材
派
遣
の
可
能
性
に
つ
い

て
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

林
業
を
中
心
と
し
て
、
高

知
お
お
と
よ
製
材
の
創
業
開

始
、
近
々
完
成
す
る
チ
ッ
プ

工
場
、
日
本
で
初
め
て
の
建

築
で
あ
る
木
造
の
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
建
設
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）、

現
在
計
画
を
進
め
て
い
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電

所
の
建
設
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
建
設
、
そ
し
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ

関
連
の
製
造
工
場
等
の
誘
致

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

石
破
大
臣
に
説
明
を
行
っ
た
。

人
材
派
遣
は
、
シ
テ
ィ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
、
国
が

支
援
を
す
る
制
度
が
今
回
地

方
創
生
本
部
で
発
足
、
応
募

し
た
の
は
高
知
県
で
は
本
町

の
み
だ
が
、
全
国
か
ら
120
を

超
え
る
市
町
村
が
国
の
職
員

三
谷
幸
一
郎
議
員

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
壊

滅
的
な
被
害
が
発
生
、
今
各

市
町
村
で
は
全
力
で
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
ん
な

中
復
興
を
い
ち
早
く
行
っ

て
い
る
宮
城
県
女
川
町
で

は
、
復
興
へ
の
合
言
葉
と
し

て
「
還
暦
以
上
は
口
を
出
す

な
」
で
将
来
あ
る
若
い
人
達

を
中
心
に
行
っ
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。
人
口
減
少

率
全
国
３
位
の
大
豊
創
生
に

当
た
っ
て
は
女
川
町
の
よ
う

に
、
町
内
の
移
住
者
を
含
む

若
い
人
達
と
、
も
っ
と
も
っ

と
対
話
を
行
い
、
意
見
等
を

取
り
入
れ
て
行
っ
て
は
ど
う

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
民
の
意
見
を
聞
く
と
い

う
こ
と
は
基
本
的
な
使
命
で

も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
幅
広

く
町
民
の
声
を
聞
き
進
め
て

い
く
。

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

問 

災
害
時
対
応
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
進

捗
状
況
は

答 
基
本
的
な
骨
格
が
完
成

問 

投
票
率
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
対
策
は
な

い
か

答 

期
日
前
投
票
を
呼
び
か
け
る

問 

大
豊
町
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
人
材

派
遣
の
可
能
性
は

答 

応
募
は
高
知
県
下
で
本
町
の
み

問 

大
豊
創
生
に
は
若
い
人
達
の
意
見
等

を
聞
き
進
め
て
は
ど
う
か
。

答 

町
民
の
声
を
聞
き
進
め
て
い
る

民
に
な
り
か
ね
な
い
。
提
案

と
し
て
、
地
区
ご
と
に
公
民

館
な
ど
を
利
用
し
て
日
時
を

定
め
て
巡
回
（
出
前
）
投
票

所
を
開
設
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
全
国
各
地
で
も
投
票

難
民
化
が
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
島
根
県
大
田
市
で
は
こ

の
巡
回
（
出
前
）
投
票
所
を

検
討
し
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
中
山
間
地
の
１
票

を
守
る
た
め
本
町
も
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

石
川
靖
朗
選
挙
管
理
委
員
長

　

現
段
階
に
お
い
て
は
困
難

で
あ
る
が
、
期
日
前
投
票
の

利
便
性
を
周
知
し
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
、
通
院
タ
ク
シ
ー
等

を
利
用
し
た
投
票
を
呼
び
か

け
る
。

期日前投票所（大豊町農工センター）
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重
森
一
宗
議
員

　

介
護
認
定
制
度
に
要
支
援

1
・
2
要
介
護
1
・
2
・

3
・
4
・
5
の
段
階
が
あ
る
。

今
年
か
ら
要
支
援
1
・
2
要

介
護
1
・
2
の
方
は
施
設
に

入
所
で
き
な
く
な
り
高
齢
者

住
宅
の
必
要
性
が
増
し
て
い

る
。
町
長
の
取
組
と
し
て
高

齢
者
・
若
者
も
含
め
た
住
宅

の
建
設
に
は
民
間
活
力
に
よ

り
取
り
組
む
と
い
わ
れ
て
い

る
が
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

町
内
の
公
共
施
設
を
利
用

し
て
住
宅
へ
の
転
用
、
民
間

企
業
と
連
携
し
た
建
設
に
つ

い
て
財
政
的
な
支
援
等
行
い
、

民
間
で
運
営
す
る
と
い
う
形

で
検
討
中
。

重
森
一
宗
議
員

　

条
例
の
基
本
的
計
画
の
第

８
条
に
、
町
長
は
計
画
を
定

め
る
に
当
た
っ
て
、
あ
ら
か

じ
め
町
の
森
林
所
有
者
、
町

民
等
、
事
業
者
及
び
有
識
者

の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
100

年
の
森
づ
く
り
事
業
を
進
め

る
た
め
に
も
早
期
に
対
応
を
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

条
例
に
基
づ
く
そ
の
場
を

作
っ
た
経
過
は
な
い
が
、
町

民
の
意
見
も
聞
い
て
進
め
る
。

重
森
一
宗
議
員

　

条
例
第
11
条
に
、
町
は
ゆ

た
か
な
森
づ
く
り
に
対
す
る

理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
９

月
を
大
豊
町
ゆ
た
か
な
森
づ

く
り
月
間
と
定
め
、
森
林
に

親
し
み
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充

実
等
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る

が
計
画
は
あ
る
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が

条
例
の
主
旨
を
活
か
す
方
向

で
検
討
を
進
め
る

重
森
一
宗
議
員

　

前
回
の
平
成
22
年
度
国
勢

調
査
か
ら
今
年
の
10
月
1
日

国
勢
調
査
に
は
約
700
人
の
減

少
が
見
込
ま
れ
国
か
ら
の
交

付
税
が
約
2
億
円
削
減
さ
れ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
国
勢
調
査
に
向

け
て
町
長
は
町
民
に
対
し
て

「
徹
底
し
た
調
査
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
」
と
報
告
さ
れ

て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
情
報

発
信
を
し
て
い
く
の
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

国
勢
調
査
は
大
切
な
調
査

で
あ
り
、
啓
発
に
努
め
適
正

な
調
査
を
徹
底
す
る
。

一般質問

一般質問

一般質問

問 

住
宅
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か

答 

民
間
活
力
に
よ
る
整
備
を
検
討

問 

大
豊
町
ゆ
た
か
な
森
づ
く
り
条
例
の

執
行
状
況
は

答 

町
民
の
意
見
を
聞
き
進
め
る

問 

10
月
1
日
の
国
勢
調
査
に
つ
い
て
調

査
対
象
は
厳
格
に

答 
適
正
な
調
査
の
徹
底
を
図
る

を
希
望
し
て
い
る
。
人
材
派

遣
は
40
人
前
後
あ
り
、
17
日

創
生
本
部
か
ら
発
表
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

重
森
一
宗
議
員

　

地
方
創
生
の
政
策
は
多
重

構
造
、経
済
だ
け
で
な
く「
過

疎
高
齢
化
対
策
で
地
方
の
衰

退
化
の
歯
止
め
を
す
る
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
平
均

の
高
齢
化
率
は
25.6
％
で
本
町

の
高
齢
化
率
は
55
％
を
超
え

て
お
り
国
の
2
倍
も
進
ん
で

い
る
。
町
に
お
い
て
更
な
る

福
祉
等
の
政
策
が
あ
れ
ば
地

方
創
生
に
提
案
で
き
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

国
が
地
方
創
生
本
部
を

作
っ
た
か
ら
創
生
を
始
め
る

で
は
な
く
、
今
ま
で
取
り
組

ん
で
来
た
こ
と
が
大
豊
の
創

生
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
同

じ
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

チップ工場（21世紀センターの跡地）
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意 

見 

書

政
府
に
よ
る
米
価
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

（
賛
成
者
・
全
員
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　
　
　
　

　

三
谷
幸
一
郎

　

平
成
26
年
産
米
価
格
は
、
Ｊ
Ａ
概
算
金

が
最
低
水
準
に
な
っ
た
の
に
加
え
、
平
成

26
年
11
月
の
相
対
価
格
が
１
１
，
２
６
１

円
と
、
前
月
を
更
に
下
回
る
異
常
な
価
格

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

労
賃
は
も
と
よ
り
、
物
材
費
さ
え
確
保

で
き
な
い
価
格
で
は
、
ど
ん
な
経
営
努
力

を
講
じ
て
も
経
営
は
維
持
で
き
ず
、
そ
の

し
わ
寄
せ
が
、
大
規
模
経
営
や
集
落
営
農

組
織
等
の
担
い
手
層
の
経
営
に
集
中
し
て

い
る
。

　

し
か
も
、
政
府
が
米
直
接
支
払
交
付
金

を
半
減
し
、「
米
価
変
動
補
て
ん
交
付
金
」

を
廃
止
し
た
た
め
に
、
生
産
者
に
二
重
、

三
重
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
多
く
の
農
家
や
関
係
者
の
米

価
対
策
を
求
め
る
世
論
に
押
さ
れ
て
融
資

や
コ
ス
ト
削
減
へ
の
助
成
な
ど
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
が
、
米
価
本
体
に
影
響
を
与

え
る
対
策
を
打
ち
出
せ
ず
、
需
給
に
か
か

わ
る
対
策
に
つ
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
民
間
任

せ
に
終
始
し
て
い
る
。

　

今
回
の
米
価
暴
落
は
、
こ
の
ま
ま
何
も

手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
最
も
影
響
を
受
け

る
大
規
模
農
家
を
含
め
離
農
が
雪
崩
を
打

つ
よ
う
に
進
み
、
地
域
農
業
の
維
持
や
農

村
集
落
に
も
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
日
本
の
食

料
自
給
率
の
一
層
の
低
下
を
招
く
こ
と
に

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

政
府
が
過
剰
米
の
市
場
隔
離
を
官
民
あ

げ
て
実
施
し
、
米
殻
の
需
給
調
整
に
直
ち

に
乗
り
出
し
、
需
給
と
価
格
の
安
定
に
責

任
を
持
つ
米
政
策
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

米
直
接
支
払
交
付
金
の
半
減
措
置
と
米
価

変
動
補
て
ん
交
付
金
の
廃
止
を
撤
回
し
、

農
家
の
経
営
安
定
対
策
を
図
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に
対

し
意
見
書
を
提
出
す
る
。

郵
便
と
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
義
務
を
全
う
で
き
る
株

式
処
分
の
あ
り
方
の
検
討
を
求
め
る
意

見
書	

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
者
・
多
数
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
長　
　
　
　

　

三
谷
幸
一
郎

　
　

　

郵
政
三
事
業
は
、
国
民
の
共
有
財
産
で

あ
る
。
郵
政
民
営
化
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

改
正
後
の
郵
政
民
営
化
法
の
中
で
「
株
式

会
社
に
的
確
に
郵
政
事
業
の
経
営
を
行
わ

せ
る
た
め
の
改
革
」
と
の
位
置
づ
け
が
な

さ
れ
て
い
る
。
郵
政
事
業
と
は
、
郵
便
の

み
な
ら
ず
、
貯
金
、
保
険
の
三
事
業
で
あ
り
、

三
事
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の

義
務
を
し
っ
か
り
果
た
す
こ
と
が
郵
政
民

営
化
の
目
的
で
あ
る
。

　

日
本
郵
政
や
金
融
二
社
の
株
式
処
分
に

つ
い
て
は
、
上
記
の
郵
政
民
営
化
の
目
的

に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
義
務

を
全
う
で
き
る
株
式
処
分
の
あ
り
方
が
検

討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
郵
政
株
式
会
社
及
び
金
融
二
社
に

株
式
処
分
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
一
時
期
の
ム
ー
ド
が
先
行
し
処
分

を
進
め
た
も
の
の
結
果
と
し
て
国
民
多
数

に
資
産
の
低
減
を
招
く
よ
う
な
事
態
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
も
す
れ
ば
株
式
上
場
に
よ
っ
て
、
株

主
の
最
大
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
短
期

的
な
利
益
を
求
め
る
事
業
経
営
が
全
面
に

で
て
く
る
。
内
外
の
機
関
投
資
家
や
フ
ァ

ン
ド
が
経
営
の
主
導
権
を
握
る
と
重
大
な

経
営
方
針
の
変
更
や
人
事
権
が
支
配
さ
れ

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
郵
政
事
業
は
、

地
域
・
利
用
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
多
く

の
利
害
関
係
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
を

抱
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
広
く
国
民
が
所

有
で
き
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
地
方
公

共
団
体
等
へ
の
第
三
者
割
り
当
て
な
ど
も

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
金
融
二
社
の
株
式
を
100
％
処
分

し
て
し
ま
う
と
、
金
融
二
社
に
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
義
務
は
な
く
地
方

や
過
疎
地
の
郵
便
局
か
ら
の
撤
退
は
避
け

ら
れ
な
い
。
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
崩

壊
は
、
郵
便
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス

の
崩
壊
に
直
結
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
政
府
に
は
次
の

事
項
に
つ
き
、
速
や
か
に
対
策
を
講
じ
る

よ
う
強
く
求
め
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣

等
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　

記

１
．
日
本
郵
政
株
式
会
社
及
び
金
融
二
社

の
株
式
処
分
に
お
い
て
は
、
し
っ
か
り

と
し
た
情
報
公
開
、
説
明
責
任
、
中
期

あ
る
い
は
長
期
的
な
経
営
の
見
通
し
を

示
し
て
い
く
こ
と
。

２
．
日
本
郵
政
株
式
会
社
及
び
金
融
二
社

の
株
式
処
分
に
お
い
て
は
、
外
国
資
本

の
支
配
権
確
立
に
対
し
て
の
防
止
策
＝

外
資
規
制
を
講
じ
る
こ
と
。

３
．
郵
便
と
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
を
守
る
立
場
か
ら
、
金
融
二
社
の

株
式
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
凍
結
あ
る

い
は
制
限
す
る
こ
と
。

陳 

情 

書

（
賛
成
者
・
全
員
）

　

給
水
施
設
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修

に
つ
い
て

　

陳
情
者　

穴
内
二
区
長　

小
笠
原　

秀
秋
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編　

集　

後　

記　

　

３
月
は
保
育
所
の
卒
園
式
、
小
中
学
校
の
卒
業
式
、
企
業
な
ど
の
人
事
異

動
、
転
勤
と
別
離
の
悲
し
み
と
、
新
生
活
へ
の
期
待
が
交
差
す
る
季
節
で
あ

り
ま
す
。

  

広
報
編
集
特
別
委
員
会
は
、
３
月
６
日
に
組
織
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
し

い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
広
報
誌
は
、
議
員
を
選
出
し
た
主
権
者

住
民
に
対
す
る
議
会
の
報
告
書
で
あ
り
、
決
し
て
議
員
や
議
会
の
た
め
の
広

報
で
は
な
く
、
住
民
の
た
め
の
情
報
誌
と
し
て
で
き
る
だ
け
解
り
や
す
く

編
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
任
期
初
め
て
の
編
集
で
す
が
、

前
広
報
編
集
特
別
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
同
様
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

記　

渡
辺　

則
夫

　
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

渡
辺　

則
夫

　
　
　

副
委
員
長　

佐
々
木
文
三

　
　
　

委　
　

員　

藤
丸　

髙
德

　
　
　

委　
　

員　

三
谷
幸
一
郎

　
　
　

委　
　

員　

佐
藤　

德
治

【
ご
意
見
や
ご
感
想
は
】

　

大
豊
町
議
会
事
務
局　
　
　

電
話　

７
２

－

０
４
５
０ 

ま
で

　３月定例会の一般質問に議会 OB 会等の皆さま方、多数の傍聴をいただきありがと
うございました。議会の傍聴は議員を選挙した皆さま方の当然の権利であり、本町議
会の活性化の観点から今後においてもよろしくお願いいたします。

議会一般質問

議 会 か ら の お 知 ら せ
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お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

　

町
長 ･････････････････ 

岩
﨑　

憲
郎

　

副
町
長 ･･･････････････ 
好
永　

公
一

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

出
納
室

　

会
計
管
理
者 ･･･････････ 

上
地　

信
男

　

主
幹 ･････････････････ 

笹
岡　

祐
介

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

総
務
課

　

課
長 ･････････････････ 

宮
内　

伸
彦

　

課
長
補
佐 ･････････････ 

下
村　

賢
彦

　

主
事 ･････････････････ 

石
川　

裕
之

（
高
知
県
市
町
村
振
興
課
へ
派
遣
）

【
企
画
財
政
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

宮
岡　

秀
学

　

主
幹 ･････････････････ 

小
笠
原
梨
方

　

主
幹 ･････････････････ 

吉
田　

雄
造

　

主
幹 ･････････････････ 

笹
岡　

幸
子

　

主
事 ･････････････････ 

宮
内　

宏
卓

　

主
事 ･････････････････ 

兵
頭　

翔
太

【
庶
務
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

川
村　

文
男

　

主
幹 ･････････････････ 

前
田　

恵
美

　

主
幹 ･････････････････ 

信
髙　
　

愛

　

主
幹 ･････････････････ 

小
笠
原
万
記

　

主
幹 ･････････････････ 

永
野　

尊
教

　

主
事
補 ･･･････････････ 

山
﨑　
　

明

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

　

室
長 ･････････････････ 

三
谷　
　

淳

　

室
長
補
佐 ･････････････ 

北
村　

邦
彦

　

副
参
事 ･･･････････････ 

三
谷　

裕
一

（
大
豊
町
森
林
組
合
へ
派
遣
）

【
100
年
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

班
長 ･････････････････ 

平
石　
　

稔

　

主
事 ･････････････････ 

笹
岡　

建
作

　

主
事 ･････････････････ 
森
本　

啓
介

【
元
気
集
落
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

班
長 ･････････････････ 

森　
　

一
芳

　

主
幹 ･････････････････ 

佐
藤　
　

顕

【
お
い
で
よ
お
お
と
よ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

室
長
補
佐 ･････････････ 

前
田　

典
彦

　

主
幹 ･････････････････ 

久
保　

竜
太

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

住
民
課

　

課
長 ･････････････････ 

今
井　

達
也

　

課
長
補
佐（
兼
環
境
班
長
）･ 

鎌
倉　
　

仁

　

主
事 ･････････････････ 

井
上　

真
侑

（
高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
派
遣
）

【
保
険
窓
口
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

坂
本　
　

諭

　

主
幹 ･････････････････ 

松
岡　

利
安

（
窓
口
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

　

主
幹 ･････････････････ 

茂
松　

静
子

　

主
幹 ･････････････････ 

小
松　

隆
章

　

主
幹 ･････････････････ 

下
村　
　

澄

　

主
事
補 ･･･････････････ 

西
内　
　

望

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

村
岡　
　

節

　

主
幹 ･････････････････ 

松
岡　

順
子

　

主
幹
《
保
健
師
》 ････････ 

岡
崎　

美
佐

　

主
事
《
社
会
福
祉
士
》 ････ 

永
吉　

是
幸

【
介
護
保
険
班
】

　

班
長
（
兼
） ････････････ 

村
岡　
　

節

　

主
幹 ･････････････････ 

笹
岡　

久
美

【
福
祉
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

髙
樽　

か
よ

　

主
幹 ･････････････････ 

都
築　

朋
枝

　

主
事 ･････････････････ 

杉
本　

晃
代

　

主
事 ･････････････････ 

川
﨑　
　

誠

【
健
康
づ
く
り
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

西
村　

佳
子

　

主
幹 ･････････････････ 

下
村　

高
史

　

主
幹
《
保
健
師
》 ････････ 

平
石　

典
子

　

主
事 ･････････････････ 

藤
原　

裕
太

　

主
事
《
保
健
師
》 ････････ 

伹
野　

千
織

【
税
務
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

原　
　

精
一

　

主
幹 ･････････････････ 

都
築　
　

清

　

主
幹 ･････････････････ 
山
原　

尚
史

　

主
事 ･････････････････ 

猪
野　

可
奈

　

主
事 ･････････････････ 

田
岡　

隼
一

【
環
境
班
】

　

主
幹 ･････････････････ 

桒
名　
　

功

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

産
業
建
設
課

　

課
長 ･････････････････ 

小
林　

雅
文

　

課
長
補
佐 ･････････････ 

中
澤　
　

亘

【
建
設
水
道
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

小
笠
原　

隆

　

主
幹 ･････････････････ 

三
谷　

耕
一

　

主
幹 ･････････････････ 

河
野　

智
子

　

主
幹 ･････････････････ 

浦
川　

尚
樹

　

主
幹 ･････････････････ 

長
谷
川
拓
史

　

主
事 ･････････････････ 

杉
本　

智
昭

　

主
事 ･････････････････ 

澤　
　

一
樹

【
地
籍
調
査
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

高
橋　

公
仁

　

主
幹 ･････････････････ 

関
口　

穂
積

　

主
事 ･････････････････ 

山
中　

元
太

【
産
業
班
】

　

班
長 ･････････････････ 

都
築　

優
二

　

主
幹 ･････････････････ 

小
松　
　

倫

　

主
幹 ･････････････････ 

岡
崎　

智
樹

　

主
事 ･････････････････ 

秋
山
英
太
郎

【
農
業
セ
ン
タ
ー
勤
務

（
兼
）
ゆ
と
り
フ
ァ
ー
ム
派
遣
】

　

課
長
補
佐 ･････････････ 

美
濃　

明
男

　

副
参
事 ･･･････････････ 

市
川　

智
啓

　

主
幹 ･････････････････ 

横
山　

美
鈴

大
豊
町
役
場
職
員
等
名
簿

（
平
成
27
年
4
月
現
在
）

　
（
注
）臨
時
職
員
お
よ
び
非
常
勤
職
員
は
省
略
し
て
い
ま
す
。 

※
（
兼
）は
兼
務
職
、（
併
）は
併
任
。
太
字
は
異
動
の
あ
っ
た
職
員
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お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
と

教
育
委
員
会
（
農
工
セ
ン
タ
ー
）

　

教
育
長 ･･･････････････ 

池
添　

修
一

　
教
育
次
長（
兼
保
育
所
長
兼
公
民
館
長
）･･ 

大
石　

雅
夫

　

学
力
向
上
監
（
教
員
） ････ 

武
田　

崇
子

　

国
際
交
流
員･････
ヒ
ッ
ブ
ス・エ
リ
ー
ジ
ェ
ー
ン

　

外
国
語
指
導
助
手･
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー・エ
イ
モ
ン

【
人
づ
く
り
班
】　

　

班
長 ･････････････････ 
都
築　

広
行

　

主
幹 ･････････････････ 
山
崎　

栄
子

　

主
幹 ･････････････････ 

宮
岡
佐
知
子

　

主
幹 ･････････････････ 

長
谷
川
静
香

　

主
事 ･････････････････ 

吉
田
美
紀
菜

　

主
事
補 ･･･････････････ 

畠
中　

寛
之

【
大
杉
保
育
所
】

　

主
査
《
保
育
士
》 ････････ 

鎌
倉　

真
紀

　

主
幹
（
用
務
） ･･････････ 

小
笠
原
佳
世

　

主
幹
（
調
理
） ･･････････ 

笹
岡　

万
亀

　

主
幹
（
調
理
） ･･････････ 

三
谷　

由
香

　

主
幹
《
保
育
士
》 ････････ 

上
村　

和
恵

　

主
幹
《
保
育
士
》 ････････ 

中
西　

広
香

　

主
事
《
保
育
士
》 ････････ 

小
笠
原
春
美

　

主
事
《
保
育
士
》 ････････ 

西
村　

梨
江

　

主
事
《
保
育
士
》 ････････ 

川
添　

早
記

　

主
事
《
保
育
士
》 ････････ 

田
中　

知
紗

【
大
田
口
保
育
所
】

　

主
査
《
保
育
士
》 ････････ 

山
本　
　

奏

　

主
幹
（
調
理
） ･･････････ 

松
浦　

美
恵

　

主
幹
《
保
育
士
》 ････････ 

秋
山　

武
永

【
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
】

　

所
長
（
兼
） ････････････ 

池
添　

修
一

　

補
導
専
門
職
員（
県
委
嘱
）･ 

重
森　

正
秀

　

事
務
職
員
（
兼
） ････････ 

畠
中　

寛
之

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　

所
長
（
兼
） ････････････ 

都
築　

広
行

　

主
幹 ･････････････････ 

山
﨑
由
利
子

　

技
術
員 ･･･････････････ 

秋
山
久
美
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

選
挙
管
理
委
員
会

　

書
記
（
併
） ････････････ 

宮
内　

伸
彦

　

書
記
（
併
） ････････････ 

川
村　

文
男

　

書
記
（
併
） ････････････ 

宮
岡　

秀
学

　

書
記
（
併
） ････････････ 

前
田　

恵
美

　

書
記
（
併
） ････････････ 

小
笠
原
梨
方

　

書
記
（
併
） ････････････ 

吉
田　

雄
造

　

書
記
（
併
） ････････････ 

永
野　

尊
教

　

書
記
（
併
） ････････････ 

笹
岡　

幸
子

　

書
記
（
併
） ････････････ 

宮
内　

宏
卓

　

書
記
（
併
） ････････････ 

兵
頭　

翔
太

　

書
記
（
併
） ････････････ 

山
﨑　
　

明

農
業
委
員
会

　

事
務
局
長
（
併
） ････････ 
中
澤　
　

亘

　

書
記
（
併
） ････････････ 

岡
崎　

智
樹

監
査
委
員
事
務
局

　

事
務
局
長
（
併
） ････････ 

松
岡　

浩
司

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

書
記
（
兼
） ････････････ 

都
築　
　

清

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

議
会
事
務
局

　

事
務
局
長 ･････････････ 

松
岡　

浩
司

　

書
記
（
併
） ････････････ 

永
野　

尊
教

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

○
都
築　

純
一

○
笹
岡　

由
美

○
小
松　

浩
之

県
派
遣
職
員
紹
介

（
高
知
県
中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
）

○
市
川　

智
啓

新
規
採
用
職
員
紹
介

○
西
内　
　

望

○
畠
中　

寛
之

○
山
﨑　
　

明

　在職中は、町民の皆さま方には
大変お世話になりました。
　ありがとうございました。

　このたび採用になりまし
た畠中と申します。
　地域のため精一杯努めた
いと思いますのでよろしく
お願いします。

　まだまだ未熟な部分も多
いですが、精一杯頑張りま
す！

　一般新卒者の倍以上年齢は老
けてますが、大豊町では新人です。
気持ちは新鮮でも身体が言うこと
を聞いてくれません。今は圃場の
石拾いに悲鳴を上げている毎日
です。２年間よろしくお願いします。

　杉の大杉のようにまっす
ぐな職員を目指します。お
気軽にお声をおかけくださ
い。
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◆
土
砂
災
害
と
は

　

土
砂
災
害
と
は
、

図
１
の
よ
う
に
大

き
く
「
落
ち
る
」

「
崩
れ
る
」「
す

べ
る
」「
流
れ
る
」

の
４
つ
に
分
け
ら

れ
、
こ
の
動
き
は

土
砂
と
水
の
混
ざ

り
方
も
大
き
く
関

係
し
て
き
ま
す
。

こ
の
動
き
に
着
目

し
て
大
豊
町
で
は
ど
の
よ
う
な
土
砂
災
害
に
備
え
る
べ
き

な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
土
砂
災
害
の
種
類

（
１
）
落
ち
る

　

土
砂
が
「
落
ち
る
」
場
合
、
一
般
に
「
落
石
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
落
石
は
崖
や
斜
面
に
土
砂
が
あ
る
場
合
に
は
ど
こ

で
も
起
こ
り
う
る
現
象
で
す
。
落
石
の
可
能
性
が
比
較
的

高
い
、
ま
た
は
頻
発
す
る
よ
う
な
道
路
で
は
「
落
石
注
意
」

の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
崩
れ
る

　

土
砂
が
「
崩
れ
る
」
場
合
、

一
般
に
「
が
け
崩
れ
」
や
「
山

崩
れ
」「
土
砂
崩
れ
」
な
ど
と

呼
ば
れ
ま
す
。
大
豊
町
地
域
防

災
計
画
で
「
山
腹
崩
壊
危
険
箇

所
」「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
所

や
地
区
で
起
こ
り
う
る
土
砂
災
害
で
す
。
が
け
崩
れ
は
、
地

震
に
よ
る
大
き
な
揺
れ
や
大
雨
に
よ
っ
て
一
瞬
で
山
腹
や

斜
面
の
土
砂
が
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
す
。

（
３
）
す
べ
る

　

土
砂
が「
す
べ
る
」場
合
、「
地

す
べ
り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
地

す
べ
り
は
、
斜
面
の
一
部
あ
る

い
は
全
部
が
地
下
水
の
影
響
と

重
力
に
よ
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
斜

面
下
方
に
移
動
す
る
現
象
で
す
。

地
す
べ
り
は
が
け
崩
れ
と
異
な

り
地
下
水
が
関
係
し
て
い
る
こ

と
、
一
般
的
に
山
崩
れ
よ
り
も
大
規
模
な
土
砂
移
動
で
あ

り
、
広
い
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
ど
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。

（
４
）
流
れ
る

　

土
砂
が
大
量
の
水
と
混
ざ
り
合
い
、「
流
れ
る
」
場
合
は
、

「
土
石
流
」
と
い
う
土
砂
災
害
に
な
り
ま
す
。
土
石
流
は
長

雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
大
雨
に
よ
っ
て
山
腹
や
川
底
の
石
、

土
砂
を
一
気
に
下
流
へ
と
押
し
流
し
ま
す
。
土
石
流
は
時
速

二
十
～
四
十
キ
ロ
と
い
う
速
度
で
一
瞬
に
し
て
人
家
や
田

畑
な
ど
を
壊
滅
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
土
石
流
は
、
が
け
崩

れ
と
複
合
し
て
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
大
量
の
土
砂
な
ど
を
巻
き
込
み
、
破
壊
力
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

◆
土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

町
内
に
は
土
砂
災
害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
が
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

皆
さ
ん
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。ポ

イ
ン
ト
１　

確
認

　

土
砂
災
害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
地
区
は
「
土
砂
災

害
危
険
箇
所
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
自
分

の
家
が
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
あ
る
か
ど
う
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
知
県
防
災
マ
ッ
プ
や
役
場
へ
問

い
合
わ
せ
て
確
認
し
、
身
の
回
り
の
危
険
箇
所
を
家

族
全
員
で
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２　

確
認

　

雨
が
降
り
出
し
た
ら
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
と

き
に
、
市
町
村
長
が
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
す
る

際
の
判
断
や
住
民
の
自
主
避
難
の
参
考
と
な
る
よ
う
、

県
と
気
象
庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
３　

確
認

　

町
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
土

砂
災
害
の
危
険
性
の
あ
る
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は

早
め
に
近
く
の
避
難
場
所
な
ど
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
役
場
が
避
難
情
報
を
発
表

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
く
入
手
し
た
情
報

や
状
況
に
応
じ
て
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
避
難
に
時
間

が
か
か
る
人
は
、
移
動
時
間
を
考
え
て
早
め
に
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
豊
町
民

第
５
回　

～
土
砂
と
地
す
べ
り
災
害
～

防
災

「大豊町民防災塾」に関する問い合わせ先　　　　総務課庶務班　　☎ ⑨72－０４５０

＜図 1　土砂災害の水分と土砂のイメージ＞＜図 2　がけ崩れのイメージ＞

＜図 3　地すべりのイメージ＞
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　健診日程、対象年齢、申し込み方法など詳しい内容は、各世帯に配布した健診申し込みチラシをご覧ください。
　　※がん検診は、社会保険の方も受診できます。
　子宮がん検診は県内の委託医療機関で、肺がん・結核予防レントゲン検診は町内医療機関での受診が可能です。
　個別検診で受けられる場合は、集団健診の受診票と異なりますので、予約の際に「個別検診で受ける」と申し
出てください。

　　　今年度集団検診で実施する婦人がん検診は「子宮がん検診」のみです。
　　　受診可能な医療機関は下記のとおりです。
　　　また、乳がん検診は「個別検診」のみで、自己負担金 9,495 円が必要な場合があります。

子宮がん検診　個別検診医療機関

　内田産婦人科、梅原産婦人科、国見産婦人科、クリニックグリーンハウス、高知検診クリニック、
　高知城東病院、小林レディスクリニック、愛宕病院、竹下病院、田村産婦人科、はまだ産婦人科、
　藤井クリニック、レディスクリニックコスモス、高知総合保健協会、北村産婦人科、たにむら産婦人科、
　なんごく産婦人科、高知大学医学部付属病院、嶺北中央病院

乳がん検診　個別検診医療機関

　いずみの病院、伊藤外科乳腺クリニック、クリニックグリーンハウス、厚生年金高知リハビリテーション病院、
　高知検診クリニック、高知生協病院、国立病院機構高知病院、図南病院、やまかわ乳腺クリニック、
　高知県総合保健協会、高知大学医学部付属病院、ＪＡ高知病院

▪   9:00～ 9:30
　 　東豊永生涯学習センター
▪ 10:30～11:00
　 　岩原消防屯所
▪ 13:00～13:30
　 　総合ふれあいセンター
▪ 15:00～15:30
　 　大豊町役場

▪7月	13日（月）東豊永・西峰地区

▪	 14日（火）東部・西豊永地区

▪	 15日（水）立川・穴内・大田口地区

▪	 16日（木）天坪・大杉地区

▪8月	23日（日）全地区

特定健診・胸部・胃がん・大腸がん
（総合ふれあいセンター）

8:30～10:00

子宮がん検診
　8月1日（土）　全地区

受診費無料！（一部がん検診を除く）
申し込みはお電話、または、白色の専用ハガキで！

☎ ⑨７２－０４５０　住民課健康づくり班

特定健診・がん検診・高齢者健診
　　申し込み受け付け開始！
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犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主
は
生
後
90
日
を
経
過
し

た
犬
に
生
涯
一
度
の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
犬
】
生
後
91
日
以
上
の
犬

　

●
登
録
料　

３
，０
０
０
円

　

●
注
射
料　

３
，１
０
０
円
（
注
射
済
票
代
金
を
含
む
）

　

狂
犬
病
は
、
犬
あ
る
い
は
動
物
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
、
人
を

含
め
た
す
べ
て
の
哺
乳
類
が
か
か
る
感
染
症
で
す
。

　

人
へ
の
感
染
は
犬
に
か
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

年
１
回
の
予
防
注
射
が
飼
い
主
の
義
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、登
録
し
た
犬
が
死
亡
し
た
り
、飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
な
ど
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
役
場
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主
に
は
、

５
月
上
旬
ま
で
に
問
診
票
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
実
施
場
所

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
登
録
す
る
犬
に
つ
い
て
は
、

予
防
注
射
実
施
場
所
で
登
録
し
、
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
健
康
づ
く
り
班

平成27年度　　狂犬病予防注射巡回予定表
5月20日（水）・ 6月16日（火）

東豊永・西豊永方面
実　施　場　所 集合時間

町道粟生大滝線起点 9：30

東豊永生涯学習センター前 9：40

立野　分岐付近 9：50

町道川井線起点 10：00

漉長　バス停前 10：10

JA土佐れいほく西峰事業所前 10：20

大畑井バス停前 10：30
柚木　上地健勇さん宅下
分岐付近 10：45

三津子野集会所前 11：05

怒田林道平野線起点 11：10

八畝集会所前 11：25
佐賀山　山本幸雄さん宅下
分岐付近 11：40

佐賀山橋　分岐付近 11：45
西川　三谷栄二さん宅　
町道分岐付近 11：50

ゆとりすと交流センター前 13：10

八川　近藤清市さん宅前 13：30

J R岩原駅前 13：55

大久保郵便局前 14：00

大砂子公民館前 14：05

永渕お堂前 14：15

上桃原　上村廣光さん宅前 14：30

連火　町道桃原線分岐 14：40

桃原峠三叉路 14：45

安野々忠霊塔前 14：55

5月22日（金）・ 6月17日（水）

大田口・穴内・大杉方面
実　施　場　所 集合時間

総合ふれあいセンター前 9：20

東庵谷集会所・せせらぎ庵前 9：40

庵谷　星神社付近 9：55

大田口公民館前 10：10

西寺内集会所前 10：20

寺内町道薬師堂線起点 10：35

町道磯谷線入口 10：50

穴内会館前 11：00

穴内駅前 11：10

穴内一区集会所前 11：30

大王下　山間試験場前 11：50

役場本庁前 13：00

杉　　道の駅前 13：15

葛原公民館前 13：30

割木　久保大さん宅前 13：40

津家　仁井田神社前 13：50

川口南バス停付近 14：00

5月24日（日）・ 6月18日（木）

天坪・（大杉）・立川方面
実　施　場　所 集合時間

総合ふれあいセンター前 9：20

戸手野　カムロ前 9：50

天坪地区複合集会所前 9：55

本村　踏切付近 10：00

ＪＡ土佐れいほく天坪店前 10：05

北川口橋 10：15

久寿軒　西岡商店前 10：30

北川一区イバ横 10：40

大王上　松下健一さん宅前 11：05

大王橋　佐竹さん宅横付近 11：15
町道小川本村線起点
山口さん宅前 11：25

杉　　道の駅前 11：40

役場本庁前 11：50

仁尾ヶ内　永野俊夫さん宅前 13：40

刈屋バス停前 13：55

立川生活改善センター前 14：00

一ノ瀬公民館前 14：10

川口公民館前 14：15

谷公民館前 14：25

※問診票をお持ちいただき、
　集合時間までに必ずお集まりください
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まちのできごと

第42回大豊町スポーツ大会剣道の部

7年続けてみんなで元気に！

西峰地区集落活動センター開所

株式会社サンプラザに感謝状を贈呈

　3月22日、第42回大豊町スポーツ大会剣
道の部が大豊町中学校体育館で行われ、7団体
72人が参加しました。　

◆豊永少年剣道部の結果
　▪個人戦
　　1・2年の部	 準優勝　岡林頼千
　　5・6年女子の部	 準優勝　岡林華鈴
　　5・6年男子の部	 第３位　酒井智志
　▪団体戦　第3位

　おめでとうございます！　　

　3月23日、豊永地区で実施している体操教
室「赤とんぼの会」（代表近藤三乃さん）が、活
動開始から丸7年を迎えました。
　介護予防、認知症予防を目的に、音楽に合わ
せた体操を信高春代さんが教えてこられ、この
日は講師、参加者が修了証と、感謝状をそれぞ
れ渡し7年続けてこられたことをねぎらいまし
た。
　「健康で元気に過ごせるように、自分流で教
えてきました。また、こうやって週に1回、皆
さんに会えることで、私も元気をもらっていま
す。」と話された信高さん。さっそく4月のお
花見で披露する体操の練習に励んでいました。

　3月22日、西峰地区活性化推進協議会設立
総会が行われ、西峰地区集落活動センターが開
所しました。
　高齢化などにより、集落活動ができなくなる
といった課題を解決するため、地域住民が主体
となり、「持続可能な集落づくり」、「地域の担
い手の確保、育成」を目的に立ち上がりまし
た。
　「しあわせの里　西峰」をキャッチコピー
に、「生活・安全」「交流」「産業」の3つの部
会に分かれ活動していきます。

　3月9日、株式会社サンプラザ移動販売担当
者の声かけ、見守り活動により、本町の独居高
齢者が自宅で動けなくなっていたところを発見
し、無事救助されました。
　株式会社サンプラザは誰もが住み慣れた地域
で安心して暮らし続けることができるよう、平
成19年に高知県、高知県民生委員・児童委員
協議会連合会と「高知県における地域の見守り
活動に関する協定」を締結しています。
　4月１日に、このたびの人命救助、また、日
ごろの見守り活動に対し株式会社サンプラザに
感謝状を贈呈しました。



22

お
お
と
よ　

ゆ
と
り
す
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後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
始
め
ま
す

　

4
月
か
ら
国
保
と
同
様
に
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
始
め

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
受
診
券
と
問

診
票
、
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に
持
っ
て
行
き
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

受
診
後
に
、
申
請
書
と
人
間
ド
ッ
ク
受
診
結
果
報
告
書
、

領
収
書
を
添
付
し
、
本
人
名
義
の
通
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

　

補
助
額
は
１
万
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
保
険
窓
口
班

赤
十
字
の
活
動
に
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
時
の
医
療
救
護
を
は
じ
め
、

日
々
の
事
故
や
急
病
に
備
え
る
救
急
法
な
ど
の
命
と
健
康

を
守
る
各
種
講
習
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開

す
る
奉
仕
団
や
次
代
を
担
う
青
少
年
赤
十
字
な
ど
の
活
動

を
通
じ
て
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
安
全
・
安
心
」
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
5
月
を
中
心
に
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
く
社
資
（
事
業
資
金
）
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
奉
仕
者
等
が
皆
さ
ま
方
の
お
宅
や
事
業
所
等
に

お
願
い
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

日
本
赤
十
字
社　

高
知
県
支
部

☎
０
８
８

－

８
７
２

－

６
２
９
５

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

役　
　
　
　

場	

☎ 

72

－

０
４
５
０

● 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー	

☎ 

73

－

０
８
１
１

● 

農
業
セ
ン
タ
ー	

☎ 

73

－

０
９
７
８

電　話

住
民
票
と
印
鑑
証
明
の

電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

　

あ
ら
か
じ
め
、
平
日
に
電
話
で
予
約
を
す
れ
ば
、
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
を
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
本
人
の
な
り
す
ま
し
や
証
明
書
の
誤
交
付
防
止
の
た
め
、

電
話
予
約
の
際
に
氏
名
、住
所
、
生
年
月
日
、
予
約
す
る

証
明
書
の
種
類
、
来
庁
予
定
日
な
ど
を
お
伺
い
し
、
証

明
書
の
交
付
時
に
申
請
書
を
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
う

え
、
免
許
書
等
で
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
保
険
窓
口
班

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
で
は
、

血
液
や
尿
検
査
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
皆
さ
ん
の
健
康
状
況

を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
生
活
習
慣
病
な
ど
が
発

見
さ
れ
た
場
合
は
、
早
期
に
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

病
気
が
重
症
化
す
る
こ
と
を
予

防
で
き
ま
す
。

【
受
診
方
法
】

　

健
診
の
対
象
者
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、
6
月
下
旬
に

受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

届
い
た
受
診
券
と
問
診
票
、
被
保
険
者
証
を
持
参
し
、

集
団
健
診
や
お
近
く
の
医
療
機
関
な
ど
（
受
診
で
き
る
医

療
機
関
は
、
同
封
の
一
覧
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
に
予

約
の
う
え
、
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
健
康
診
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
】

　

①
生
活
習
慣
病
で
病
院
や
診
療
所
を
受
診
し
て
い
る
方

　

②
6
カ
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る
方

　

③
介
護
施
設
や
障
害
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

　

④
事
業
主
健
診
を
受
診
し
て
い
る
方　

な
ど

　

ま
た
、
4
月
1
日
以
降
、
新
た
に
被
保
険
者
に
な
ら
れ

た
方
は
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
申
し
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
保
険
窓
口
班

証明書種類
住民票の写し

（除票は除く）
印鑑登録証明書

請求者および
受取人

本人および同一
世帯に属する方

本人

電話受付日時
月～金の午前９時～午後５時

（祝日は除く）

受取日時
土、日、祝日の

午前８時 30 分～午後５時

受取場所 役場１階の窓口で日直が交付

受取時に
必要なもの

免許証や保険証
等 の 身 分 証 明
書、交付手数料

免許証や保険証等の
身分証明書、交付手
数料、印鑑登録証
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猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
補
助
制
度

　

大
豊
町
と
高
知
県
で
は
、
猫
の
不
必
要
な
繁
殖
や
飼
い

主
の
い
な
い
猫
の
増
加
を
抑
え
、
や
む
を
得
ず
殺
処
分
さ

れ
る
不
幸
な
猫
を
な
く
す
た
め
、
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

大
豊
町
に
よ
る
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
補
助

【
対

象

者
】
大
豊
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
飼
い
主

【
助
成
対
象
猫
】
所
有
ま
た
は
占
有
す
る
猫

【
助
成
金
額
】
猫
1
頭
に
つ
き
、
５
，０
０
０
円

【
申
請
時
期
】
手
術
実
施
前
の
事
前
申
請

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
健
康
づ
く
り
班

高
知
県
に
よ
る
メ
ス
猫
の
不
妊
手
術
費
用
一
部
負
担

【
対

象

者
】
高
知
県
内
に
居
住
し
て
い
る
飼
い
主

【
助
成
対
象
猫
】
飼
い
猫
ま
た
は
地
域
猫
の
メ
ス
の
み

【
助
成
金
額
】
猫
1
頭
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飼
い
猫　
　

６
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
猫　

１
０
，０
０
０
円

【
申
請
時
期
】
手
術
実
施
前
の
事
前
申
請

問
い
合
わ
せ
先 

… 

高
知
県
中
央
東
福
祉
保
健
所

☎
０
８
８
７

－

５
３

－

３
１
９
０

チ
ッ
プ
用
材
の
出
荷
に商品

券
を
交
付
し
ま
す

～
自
伐
林
家
等
支
援
事
業
～

　

森
林
整
備
の
推
進
と
自
伐
林
家
等
へ
の
支
援
を
す
る
た

め
、
Ｃ
材
（
用
材
用
と
な
ら
な
い
部
材
）
を
町
内
に
完
成

し
た
チ
ッ
プ
工
場
へ
出
荷
し
た
場
合
に
「
大
豊
町
商
工
会

商
品
券
」
を
重
量
に
応
じ
て
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
町
内
の
自
伐
林
家
等
（
森
林
所
有
者
、
林

業
自
営
業
者
、
林
業
一
人
親
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
所
属
し
て
い
る
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
所
属
し
て
い
る
者
等
）

【
対
象
樹
種
】
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
雑
木
な
ど
チ
ッ
プ
工
場

で
受
け
入
れ
可
能
な
も
の

【
支
援
額
】
１
ト
ン
当
た
り
１
，５
０
０
円
相
当
の
大
豊

町
商
工
会
商
品
券

　

※
伐
採
届
な
ど
の
出
荷
時
に
提
出
す
る
書
類
や
チ
ッ
プ

工
場
の
受
入
基
準
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

100
年
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
非
常
通
信

　

大
豊
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
非
常
通
信
協
力
会
に
お
い
て
、

災
害
時
等
の
緊
急
連
絡
と
し
て
次
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
周

波
数
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
開
局
し
ま
す
の
で
、

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
周
波
数
】
１
４
５
．
０
８
MHz

問
い
合
わ
せ
先 

… 

総
務
課
庶
務
班

四
国
一
斉
！
12
時
間
電
話
相
談

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
12
時
間
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

【
日　

時
】
6
月
1
日
（
月
）
午
前
9
時
～
午
後
9
時

【
担
当
者
】
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

【
内　

容
】
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ

な
ど
、
家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係
な
ど
に
お
け

る
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

【
そ
の
他
】
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
電
話
番
号
】
０
１
２
０

－

４し
こ
く
 
な
や
み
な
し

５
９

－

７
３
７

く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】
6
月
2
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

（
相
談
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

【
場　

所
】
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
9
階

【
担
当
者
】
弁
護
士
・
司
法
書
士
資
格
を
有
す
る
人
権
擁

護
委
員

【
内　

容
】
差
別
待
遇
、
暴
行・
虐
待
、
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
な

ど
、
家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係
な
ど
に
お
け
る

法
律
・
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

【
そ
の
他
】
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
８

－

８
２
２

－

３
５
０
３
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　この春、新しく大豊町内の学校に来られた教職員の方を紹介
します。
　保護者や地域の皆さんのご支援とご協力をお願いします。

育委員会だより教

平成27年度　大豊町小・中学校　児童・生徒数

おおとよ
小学校

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 小計
男 8 3 7 4 5 6 33
女 5 6 7 3 10 5 36
計 13 9 14 7 15 11 69

大豊町
中学校

１年生 ２年生 ３年生 小計
男 8 6 7 21
女 6 8 7 21
計 14 14 14 42

町内児童・生徒数合計

111

大豊町中　川崎　剛　校長先生

大豊町中　手島里保　先生

おおとよ小　松井　康　先生

大豊町中　寺内　巧　先生

おおとよ小　松崎公寿　教頭先生

　芸西中学校から異動してきた寺
内巧です。理科を担当します。自
然豊かな大豊町で、地域の皆様の
ご協力を得て勤めてまいりますの
でよろしくお願いします。理科に
関する情報をどんどんお知らせく
ださい。よろしくお願いします。

　この自然豊かな町で、保護者や
地域・行政の方たちとともに子ど
もたちの健やかな育成と安心・安
全で活力のある学校づくりに努め
ていきます。よろしくお願いしま
す。

　11年前に大田口小学校でお世
話になり、久しぶりに大豊町で勤
務できることを大変うれしく思っ
ています。自然豊かな大豊の地で、
すくすくと育った子どもたちを全
力でサポートしていきたいと思っ
ています。

国際交流員　ヒッブス・エリージェーン
　オーストラリア・メルボルン出身
で、大豊町の国際交流員として仕
事をさせていただくことになりま
した。大豊町ははじめてですが、自
然の美しさを楽しめることができ
ることを嬉しく思います。日本の文
化や歴史に興味があり、2013年

に一橋大学法学部に一年間の留学をし、警察予備隊と
自衛隊を論文のテーマにしました。水彩画とオートバ
イも趣味です。オーストラリアと日本の親密な関係を
支えること、国際交流活動を計画することにより地域
に貢献したいと思います。よろしくお願いいたします。

　大豊の美しい自然の中で、子ど
もたちが夢に向かって大きく成長
していくことができるように、力
を尽くしたいと思います。どうぞ、
よろしくお願いします。

　今年度から大豊町中学校で養
護教諭をさせていただくことにな
りました。山や川、美しい桜など
大豊町の豊かな自然にいつも癒
されています。子どもたちが心身
ともに健康に中学校生活を送れ
るようにサポートしていきますの
でよろしくお願いします。 
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高知東警察署本山警察庁舎
高齢者交通安全アドバイザー　上池　

☎ ０８８７－７６ー０１１０交通安全ニュース

＊「国道に出るまではかまんろう」と、
シートベルトをせずに運転してし
まう方がいらっしゃいますが、

　 【車に乗ったら、まずベルト】を
習慣にしてください。

　交通安全教室を受講することでもらえる
「受講修了証」を利用すると、量販店など
での様々なサービスが受けられます。

交通事故死
ゼロを目指す日

町内
　こんどうストアー　　大豊スーパー
　ふじはらストア　　　道の駅大杉
　ゆとりすとパークおおとよ
県内
　サニーマート　　サンシャイン
　サンプラザ　　　エースワン

＊県下では、現在 100 を超える店舗に
　支援店としてご協力いただいています。

支援店（一部）

春の
全国交通
安全運動

5月１１日（月）～２０日（水）

今月は

２０日㈬
です！

～ 受講特典制度 ～
ご存知ですか？

5/20㈬

１．自転車の安全利用の推進
　　（特に、自転車安全利用 5 則の周知徹底）

２．全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　　正しい着用の徹底

３．飲酒運転の根絶

子どもと高齢者の交通事故防止

重 点 目 標

へ ル

しお コ

ト

ゃ

ス

ー

の

べ

メ

ナり

イ

ー

　ヘルスメイト（食生活改善推進員）は、地域の健康づくりの輪を広げるために食を通したボランティア活動を
展開しています。
　養成教室では、健康づくりについての講義や調理実習を行い、終了後は地域でヘルスメイトとして活躍してい
ただきます。
　料理が好きな方、食育や健康づくりに関心がある方、私たちと一緒にヘルスメイトの活動をしませんか。男性
の参加者も大募集します。
　※嶺北４町村で参加申込者が少ない時は、中止となる場合がありますので、ご了承ください

【日　　程】６月１８日（木）から１０月１５日（木）までの全５回
　 月　　　日 時　　　間

第１回 ６月１８日（木）

１０：００～１５：３０
（９：３０集合の場合有）

第２回 ７月２３日（木）
第３回 ８月２７日（木）
第４回 ９月１７日（木）
第５回 １０月１５日（木）

【場　　所】大豊町総合ふれあいセンター
【対 象 者】町内在住の全講座受講可能な方で、終了後はヘルスメイトとして活躍していただける方
【費　　用】１，３００円程度（テキスト代等）
【締め切り】５月２２日（金）

… 大豊町役場住民課　健康づくり班申し込み・問い合わせ先

ヘルスメイト養成教室の
参加者を募集中です
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早明浦ダム流木チップ無料配布

第2回東豊永地区写真コンテスト

平成28年歌会始のお題は『人』です

無料法律相談会のお知らせ

　早明浦ダム・高知分水管理所では、早明浦ダムの運
用にあたりダム貯水池（さめうら湖）に留まった流木
やゴミなどが支障にならないよう揚陸しています。
揚陸した流木は、薪やチップに加工することで皆さん
に利用していただけるよう取り組みを行っています。
今回はチップ材に加工したものを無料配布しますので、
ぜひご利用ください。なお、雨天時にはチップ材配布
を中止する場合がありますのでご了承ください。
日　時 　5月20日（水）～22日（金）9:00～16:00
場　所 　ダム右岸仮置場（高知県土佐郡土佐町田井）
問い合わせ先 　早明浦ダム・高知分水管理所

　☎82－0485

　学生企画からはじまった、地域ぐるみのイベント
「第2回東豊永地区写真コンテスト in Spring」が開
催されます。皆さん、ぜひご応募ください！

応募締め切り 　5月17日（日）必着
応募規定 　東豊永地区で2月1日～5月10日の間に

撮影した写真未発表のオリジナル作品で、
1人3作品まで

応募形態 　カラー・白黒問わず、サイズはA4版
データでの応募は不可著しい画像加工
を行ったもの、合成画像、組み写真不
可

審査方法 　東豊永地区住民と、
学生団体「おむすび」による投票

表　　彰 　最優秀賞1点、優秀賞2点、
その他特別賞　若干

応募方法 　作品の裏に、①氏名、②年齢、③性別、
④住所、⑤電話番号、⑥撮影年月日、
⑦撮影集落名を記入のうえ、下記へ送
付してください。

応 募 先 　大豊町怒田1372
写真コンテスト担当　氏原学

　　　　　　　　　　　　　詳しい内容は、
　　　　　　　　　　　　　こちらをご覧ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　http://kochiomusubi.
　　　　　　　　　　　　　wix.com/omusubi

　平成28年歌会始のお題は、『人』と定められまし
た。詠進歌は自作の短歌で一人一首とし，未発表のも
のに限ります。
　くわしくは宮内庁ホームページに掲載されています。
詠進の期間 　9月30日（水）まで

注）お題は「人」ですが，歌に詠む場合は「人」の文字
が詠み込まれていればよく、「人材」、「若人」のよ
うな熟語にしても差し支えありません。

　5月1日から始まる憲法週間の行事の一環として、無
料法律相談会を開催します。
日　時 　5月12日(火)	 （受付）12:30～15:00

	 （相談）13:00～17:00
場　所 　高知共済会館COMMUNITY SQUARE 3階
問い合わせ先 　高知地方・家庭裁判所事務局

　☎088－822－0576

安
ら
か
に

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す	

敬
称
略　
　
　
　
　
　
　

氏　

名

死
亡
日

性

年
齢

住　

所

山　

中　

道　

子

2
月
28
日

女

96
歳

西　

川

𠮷　

川　

髙　

惠

3
月
1
日

女

90
歳

東
寺
内

小
笠
𠩤　

和　

男

3
月
8
日

男

71
歳
北
川
二
区

溝　

渕　
　
　

浩

3
月
11
日

男

79
歳

東
庵
谷

石　

井　

賢　

朗

3
月
12
日

男

80
歳

本　

村

𠩤　
　
　

正　

三

3
月
13
日

男

88
歳
穴
内
二
区

　

口　

文　

明

3
月
19
日

男

70
歳

大
久
保

門　

田　

勝　

喜

3
月
19
日

男

88
歳

東
土
居

小
笠
原　

数　

男

3
月
22
日

男

98
歳

中　

和

森　

下　

八
重
子

3
月
22
日

女

98
歳
東
梶
ヶ
内

豊　

永　
　
　

公

3
月
23
日

男

85
歳

大
久
保

山　

口　

憲　

郎

3
月
24
日

男

75
歳

小　

川

北　

村　

哲　

男

3
月
25
日

男

72
歳

東
寺
内

馬　

地　

明　

美

3
月
28
日

男

84
歳

馬　

瀬

小
笠
原　

正　

勝

3
月
29
日

男

72
歳

岩　

原

募
集 イベント情報

第１回最優秀作品
川口南　永吉是幸

氏　

名

死
亡
日

性

年
齢

住　

所

　

※
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
割
愛
い
た
し
ま
す
。
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ゆとりすと カレンダー 5月・6月
5 月　皐月　May

1 金
2 土 	 八十八夜
3 日  憲法記念日
4 月  みどりの日
5 火  こどもの日
6 水 　  振替休日	 立夏
7 木 行政相談（ふれあいセンター）10:00 ～ 12:00
8 金 ヘルスメイト推進教室（ふれあいセンター）
9 土

10 日
11 月
12 火 健康あっぷ教室（川口南公会堂）10:00 ～
13 水 よちよち（ふれあいセンター）10:00 ～

ふれあいデイ　10:30 ～ 14:30　　　立川無医地区診療
14 木 犬猫の相談日
15 金
16 土
17 日
18 月
19 火 ひざ痛予防応援講座・天坪、大杉、立川、穴内地区（ふれあいセンター）10:00 ～ 11:30

健康あっぷ教室（川口南公会堂）10:00 ～　　　久寿軒無医地区診療
20 水 狂犬病予防注射巡回
21 木 すこやか健診（ふれあいセンター）13:00 ～　　　犬猫の相談日

いくちゃんのはつらつ健康運動教室（農工センター）18:30 ～ 20:00	 小満
22 金 狂犬病予防注射巡回
23 土
24 日 狂犬病予防注射巡回
25 月
26 火 ひざ痛予防応援講座・東豊永、西豊永地区（ふれあいセンター）10:00 ～ 11:30

健康あっぷ教室（川口南公会堂）10:00 ～　　　西峰無医地区診療
27 水 ふれあいデイ　10:30 ～ 14:30
28 木
29 金
30 土
31 日

6 月　水無月　June
1 月
2 火 健康あっぷ教室（川口南公会堂）10:00 ～
3 水 ふれあいデイ　10:30 ～ 14:30　　
4 木
5 金 はみがき・栄養教室（大田口保育所）
6 土 	 芒種
7 日

平成27年度通学バス（西峰線）時刻表　※4月号で通学バスの時刻表を掲載しましたが、西峰線が下記のとおり変更となりましたのでお知らせします。

登
校
便

粟　生 落　合 ゆとりすと交流センター おおとよ小学校 大豊町中学校 摘　　要
平常（周年） 7:25 7:35 7:45 8:05 8:10 学校休業日を除く。

夏季、冬季、学年末休業日 － 8:00 8:10 － 8:30 土日祝日を除く。

下　

校　

便

大豊町中学校 おおとよ小学校 ゆとりすと交流センター 粟　生 落　合

夏季（４月～９月） 16:30 16:35 16:55 17:00 17:05

学校休業日を除く
18:30 － 18:50 － 19:00

冬季（10月～３月） 16:20 16:25 16:45 16:50 16:55
17:30 － 17:50 － 18:00

水曜日 15:10 15:15 15:35 15:40 －
夏季、冬季、学年末休業日 12:30 － 12:50 － 13:00 土日祝日を除く。

※ 上記標準時刻表は、学校からの要請（学校行事等）により、予告なしに変更される場合があります。
※ 児童・生徒を優先するため、一般住民の方は乗車できない場合があります。
※ 児童・生徒の安全を最優先とするため、停留所以外での乗降はできません。
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再生紙を使用しています

　高齢者などが安心して、住み慣れた地域の中で自立した生活を送れるように、「大豊町見守りネット
ワーク事業」があります。事業の対象者は、大豊町に住所を有する方で次の条件のいずれかを満たす
方となります。
○おおむね 65 歳以上の独居世帯、　または 70 歳以上の世帯の方
○身体障害者 ( 手帳の１級または２級相当の方）の世帯、またはこれに準ずる世帯
　※ミルックについては、家族等と同居であって、終日おおむね 8 時間程度独居となる高齢者または

障害者も含む

シルバーホン貸与サービス
（利用者負担額無料）

■携帯電話貸与サービス
（基本利用料 324 円）

愛コンタクトサービス
（利用者負担額無料）

　ご家庭の固定電話に接続し、緊急時に「非常」と
書かれたボタンを押すことで、あらかじめ登録した
所や消防署などに電話が通じるシステムです。

　携帯電話にある、緊急ボタンを押すことで、町の
契約する警備会社へ通報ができ、状況により、消
防署等への通報や緊急対処員が出動します。また、
パソコンを利用することで、ご家族等がＧＰＳによ
る位置確認を行うこともできます。

（携帯電話の電波状況によ
り、ご利用いただけない
地域もございます）　　

　ゆとりすと放送にご加入の方で、希望者に対し
て、毎週月曜日と木曜日の朝、安否確認の放送を流
し、応答確認ボタンを押すことで、役場で安否確認
ができるシステムです。
　安否確認ができない場合は、役場職員が電話した
り、電話に出られない場合は、直接ご自宅へお伺い
して安否確認を行います。

M
ミ  ル ッ ク

i-Look 貸与サービス
（基本利用料 324 円）

　利用者の歩数計情報や見守りセンサー情報をあ
らかじめ登録した相手へ決まった時間にお知らせ
したり、緊急時にはストラップを引っ張るとブザー
が鳴り、位置情報を家族の方にお知らせします。ま
たあらかじめ登録した相手とのみ通話可能です。

（携帯電話の電波状況により、ご利用いただけない地域も
ございます）

ゆ
と
り
す
と

… 住民課福祉班問い合わせ先
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大豊町の４つの見守りサービス


